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富 吉 :「 所有と経営の分離J問題再考

かでの「所有と経営の分離J(「経営者支配J)問 題そのもの,お よびその経済 。経営史的背景

(現代資本主義構造問題)に ,直接,論及する意図をもたない。むしろ, それ以前,すなわち敗

戦という出来事を理由に,分断され,その連続面の関連性が無視されている「1940年 代」の

「所有と経営の分離」問題を検討したいのである。

むろん,1940年代後半期=昭和 20年代前半期における「財閥」解体からその再編にむかう

きざしの現われは,本稿にとって密接な論題となるが,本稿は,それよりも,1940年代前半

一後半期,つ まり昭和 10年代後半期と昭和 20年代前半期 〔それも早い時期〕とハ 明確に

連続する局面をもつことに注視する。

いいかえれば,「所有と経営の分離J(「経営者支配」)問題は,前掲の西野,増地による実証

研究から,一見とぎれたように,敗戦後の議論にうつっている。だが,実は,問題は 1940年

代の前半期→後半期 〔昭和 10年代後半期→昭和 20年代前半期〕という推移のなかで把握さ

れるべき内容をかかえているのである。

つまり, あの戦争の時代,戦時体制期 (広義には1931年 9月 「満州事変J,狭義には1937年 7月 日

中戦争から昭和20年 8月 まで)に おいてこそ,敗戦後における「所有と経営の分離」問題の起源

は,すでにはっきりと実在していたのである。西野や増地の実証研究は,戦時期の「所有と

経営の分離」問題に対して「出発′点」ともいうべき前提を教示していたといえる。

ともか く,戦時期における経営学史上の一課題として「所有と経営の分離J(「経営者支配J)

問題をとりあげ,戦後におけるこの問題の連続的関連性をみすえ,こ れを吟味する問題意識

が必要である。

Ⅱ 戦 時期 の議論

一一「経済新体制確立要綱」をめ ぐって一―

中国との泥沼の戦争が「定着Jし たあと,1940年 (昭和 15年 )の段階の状況を説明しよう。

総力戦計画が,単に戦時にそなえ,物資を調達する体制から一歩すすみ,それを前提に軍

事生産力の拡充をはか り,急激に軍事力強化の方向をめざし,産業構造を抜本的にかえる段

階 (=石原構想)に なると,生産手段を所有する資本家階級,なかでも既成財閥を軍ファシス

トが想定 した総力戦計画にひきこむことが絶対不可欠であつた。

日中戦争の勃発,そ の長期化は,生産力拡充計画の前提条件をぶちこわした。 日中戦争に

対応し, とぼしい輸入資源をどう軍需にふ りむけるかを主眼とした物動計画 (物資動員計画,

昭和 13年度開始)の 発動に ともない,生産力拡充はその背後におしや られる結果 となってい

った。

1940年 度段階になると,そ の前途は暗たんたるものがあり,支配階級内部の結束をかため

ないかざり,の りきれない状況におちいつていた。同年,支配階級の結束をかためる新体制運
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富 吉 :「 所有 と経営の分離コ問題再考

かかわらず,他方においては単純に分離されえない矛盾に逢着する。資本の私有性 と社会性

の矛盾である (56頁 )。

株式会社の社会的機能は,法人というそれ自身不死身の擬制的人格を創造して,資本の所

有と機能を一身に統一的に体現せしめ, もって内実的には,一方に,所有資本家を単純に利

潤配当の請求権をもつ株主に転化せしめて,資本の所有と機能を恒久的に分離せしめると同

時に,他方に,経営主脳部の少数イ国人をして彪大な他人資本の支配を可能ならしむるにある。

したがって,信用における資本の所有と機能の分離は,いわば私的であリー時的であり,株

式会社におけるそれは社会的であり恒久的である。ここに,資本の所有と機能の分離におけ

る株式会社の歴史的意義がある。

問題の要点は,新国防経済体制においては,資本の所有と経営の分離を,上述のような意

味における「利潤追求のためにする資本の運動領域の拡大Jの ためではなく,こ れにかえる

に公益優先をもってしようとするところにある (57頁 )。

歴史の要請としては,個々の資本の利害ではなく,国家とむすびつき,いわゆる国民主義

的に組織された資本の利害が前面に押しだされ,個々の資本の利害は後退しなければならな

い。これは,われわれが好むと好まざるとにかかわらず,こ の段階における国民経済の世界

史的傾向である。

しかし,こ の段階における資本の所有と経営の分離の要求も,資本の基礎から逸脱したも

のではなく,こ の段階における_iC本 の運動領域の拡大の形態であって,それ以外のものでは

ないことが深 く反省されねばならない (58頁 )。

一一この見解は,「経済新体制確立要綱Jに となえられている資本の「所有と経営の分離」

が,当時の国民経済における世界史的傾向であり,規範的要請であることを指摘している。

と同時に, そこに「資本の論理」(資本の運動領域の拡大の形態→自己増殖の機能)と いう本質的契

機が厳存することは当然のことであると述べている。つまり,同 「要綱」の現実的制約をふ

まえる「所有と経営の分離」論なのである。

②竪山利忠「資本と経営の分離」(『 ダイヤモンド』昭和15年 12月 21日 号)。

懸案の経済新体制要綱もいくたの曲折を経て,こ こに決定をみるにいたったが,企画院「原

案」の経済閣僚懇談会による修正,あ るいは財界代表の意見書提出,さ らにそれを微温にす

ぎるとする軍 。一部閣僚・大政翼賛会などの空気を反映させた再修正のごとき,一連の事実

は,その苦心の跡をありありとこの要綱のなかにのこしている (21頁 )。

財界は要綱「原案」に反対した。それには種々の理由があったであろう。けれども,経営

を実質上担当しない資本主が,企業に対するこれまでの無制限に近い支配権を維持し, しか

も会社経営を増配や株価昂騰に第一義的に奉仕させようとする立場から反対するのであれば,

一時的にはとにかく,大勢的にはみずから確信をうしない,そ の態度が持続され,利潤追求な

―- 92 -―

・
　

　

一　

　

　

　

　

　́

　

・　

　

　

・　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

・　

　

・
一　

　

　

　

・́

一　

　

二

　

　

　

　

・
´
一

´
　

　

　

・
・
　

・
　

‘
一
　

一
・　

ヽ

一
　

・
一
　

一
一　

　

．
　

一
　

・
一
　

´
一
　

一
一
　

・
　

一

　

・

・

一　

　

　

　

　

一
一
　

一
一　

　

　

一
一
　

・
　

・
一
　

´́

　

一一一一一
　

一一一一　

　

　

一一
一　

´
一
・

．
一
一一

　

ヽ
一

　

一
　

一

一

　

・ ・

一
一

　

　

　

　

　

一
一
　

，

ロロ‐‐‐
T¶駐ュii漏馘 ■    ・叩

‖は



- 86  -

010二尋:ヨICttI'γ←03離り科ワ準マ準lJ蛍母翠″`¬R¥―歳尋票↓FI半回準T勒

↓
・27)01斗孝尋曜音壕1響●埋半回準TY回,金Ψ予∵|=蛍翠子―欝翠諄斗I'ア9■1撃

V)ヽハつ`)11準―詣尋Ψ″・ウマ■1■百10L・lliまflクコマ準.彙9]'一彰⑦準I準丁率リ

・1日I」)'I□1,J tt I彎♀S増「業上肇T■
,卜1ビ

'「
珊↓⑦ギ′到マ率豪」利lTM口¥O

・2哺))ツQ='、γ単早0昇

翠ワ準7ヽ今γnキタ騨尋回年●ツ)(,準]'「硼↓0コ′す!マ率豪J`7)17ツ
・ハヽif'準別明‖

ヨナツF'η尋茉Ψ]'回70平蟄W子
°
917〉)7酵尋首童γ17i]ル>毎〉77)CF]1昇剪□

曇Rl.“「章当」0「回事蚤軍うlR半Ⅵ措ギ111Jヽγ9ヽハ)ッ17国製準
=ゞ

哺`Fltけ百●コーー

・1亘
=Z,177)マ

■717"¬濶?7単叶17甲目

`)0ア
=,準9準漸こ〔■lF■ハヽ`ヽ

γ〉ヽハ)91■珊昇彎γヽギ′製予率り)■疇回尋¥年今ヽ日11)

準〉7`ヽγ9←0コ■―Wil」当7幸レ■

'■

′]〉f準%黎昇葦:場|り1靭`FI劃酬⑫具到7幸レ

|,1=[|

77)0〉●し■17=7哺)lP軍革]1蟻1坤
・

llロヨF早:ツ降」0駆王:ヤ1響F,IIコ灘(ノタ `149

準ヽ

“

],漸薫ワ々甲ψレ1)■■|コ/準ハヽ`準7準半辟尋コタVβl半撃⑦彎準ヤ)。f]17■7準]

回71イツ`準ツγ尋甲u)‐fr,7■準γ FI'撃壺ι口¥珀71/薄]曇]|口国■11甲M`)〉準

・91/,7■71革JR甲□

7準lΨ豪)多γ゙■1 `〉孝FI)早型,準戯単尋具科fl幸ワ`Fl1/準71TミT7]1薫昇7塁|

著し10と羊幸C*ヤ`{10■,“母身lnI・r)γ]]量lま],!‖溝`肇■`r′靭争準準ッFI哺

'7 .9彰]1年嗜|(ノ駆ザ|ミ孝]1耳:りヽこ幸と|コ●ツ`彗革到碑0昇二・l1717.〉準)■C卜0■1半回

｀
γ華

こf準
準プ`1■]117■・97翼¬]り瑞ユη=lι甲′I寸

`Fli‖

聯¬/奪彙ツ〉1「0を]ナ⑫

率百1単■1477.|:り単じΨ募`.7['ツυ率FI¬イげ率■1■7二|け饗尋耐当1昇葦
`場

|`I′¥こ

●身〒lll_∵′す半FI哺?γ `91■塁「I尋濯功口l「ま¬「1=|%副WV FI)■1率与'F11/「曇研

ご
77)(タハ■1華軍鳴壺口ヽ′ツキ判J鮮¬/準夕T llF

}「
りF141章じ率リワT/薫¬年性ヽ1/■ .(1=準ツ17,古ナ11417を`〕・(イ119準Rγげ■‐■‐早

∃)11撃一彎子1甲日)り

「
旱1/1 `01■画影

「`↑
0ケ軍ぶl`聖■`計坤1`Fに,卸半率

じ
ツ

(′
〕じハヽi FI〉尋η:り■11珊]llt 9■])書ヽ́ヽ

r′
JI I

■1ンコlC幸豪ι甲キ′τ17・年¬尊|`〕¬́準]/79■■菖
I料

=|ヽ|+]|]母,け|[F甲盈りいう■1ヽ′

4・コT'軍′す!｀71)`0騨聯7 
・fl珊・

i‐
じ二1ヽ1率与¬7■ン1日

=|〉7=●々]に′N(コf半
｀
■

.=|(1(/■
,7こ

`γ
爾|)¬1図遜―

`γ
コl rrコ丁

`車
l#3ロフ丁fl率豪

`り
争●■ `〕■タ

・|ウ
(イ

)ヽ1■41)231ら口酬キJ`(17)日まII●l半りハヽ

■Aヽ■TIマ]7,コキタll I)■夕 `〕η夕・←ワγ】

'7.年

ヽヽ理
′
7.“―‐`

「
´
年軍]lτll甲 `〉7

「
o rrらH日早14‐/7 `■C′7ツ彙らり早|口・ιりヽ「こ・ιリン団941辞目計印[迪りじ黎丁7

冒′す!`)¬却lbl]11/1 `.1[|ツ7111/7)寸ヨヽ′酬ι日撃―彎りヽ羊ミリ1年(′10を率澪:PttH1 1ヽ
'

十
一

　

・

．

´
・
´

ヽ
一
　

、^
一　
　
一

″
）
　
‘

，　
　
一・■

■
　
Ｇ
く　
Ｔ
・ヽ

普
　
孝
　
平

一　
ヽ
　
　
　
．ヽ
　
´

一‐
　́　
　　
　　
　　
　‘
」

γ

　ヽ
ｉ
ｒ

，
　
一畢

■率
=:二

|   ¨

`F'11=1 1_

41.´■■
・

|

単響■
' :´

¥幸ビヨー |

単[IF L]´
:

当_][‐  ~

[`‐■「■11■‐

澁LEttl f ~

・2■1´

~F‐
_

「騨↓t,三

Fl)じ3_ヽ

1‐/「
「二  .

||`1:[ =三        ―

判 
｀
・二

=ツ
■[1~

卜11-‐二

il[]‐
1

拒tr=i手

:Il t;「
`= ―

(冒8■ι861)書Z増 当聖蝦■議劃・■■薫¥¥可

一
・
一・
一

一一
一
・・一
一
一一
一一
・ ，
・

一



でなければならない (10頁 )。

国家経済を安固にし,何年戦っても経済戦に負けない工夫は,利潤のともなう生産をさか

んにする以外に途はない。そうして,そ の利潤は公益優先の利潤であって,私益はそれに追

随するものでなければならない。個人の利益を無視せ よというのではない。公益をめざして

生産利潤をすこしでも多くあげよ,そ うしてその生産に寄与 した個人個人の労苦に応 じた報

酬によって個人にも利益を与えよというのである (11用。

資本 と経営は,な にゆえに分離されるべ きであろうか。私益第一 を捨てて,公益優先のた

めに利潤を追求することは,経営が資本の支酉己下にあってはできがたいからである。もちろん,

統制経済の強化によって,公益第一,私益第二の理念をある程度までは実行できる可能性は

ある。しかし,公益のためにあくまで利潤を追及しようとする熱意は,資本 と経営の分離に

よってはじめて実現される。

公益のためにはあくまで利潤を追及すべ し,そ れが国家の経済機構を強固にするゆえんで

ある。しか し,それは生産品の価格 を騰貴させての利潤追及ではいけない。生産原価の低下

により良品廉価の生産によって公益のために品質を向上させて, しかも多量に生産 して単価

を下げて全体の利益を増すことでなければならない。

コス ト低下を利潤追及の唯一の手段 としてこそ,は じめて,経済戦の勝利者 となる。国家

の経済は強固となり,国民の生活は安定するのである。良品廉価の生産は,経営の科学化 ,

合理化,技術の進歩により,国策にそって生産を増進するにある。原価の低下は売価を下げ

ても:なお利潤が十分にある。それには経営が資本の支配下にあってはだめである。

経営の科学化,合理化は,な にを指すか。経営 を合理化するために科学をとりいれるので

ある。生産を増進 し,品質を向上するために技術を尊重するのである。それには,科学第一 ,

技術第二,資本第二の理念のうえに経営の方針が立てられねばならない (12頁 )。

公益第二主義,私益第二主義の産業経営は,経営主体が資本の支配から脱却 して,経営が

資金を順使する境地に立つに非ざれば実行不可能である。吾人のいう資本 と経営 との分離 と

はここをさす ものであって,国防を強化 し,経済戦の勝者たるを期する日本が,大東亜共栄

圏を確立するには,異常の覚悟 をもって消費の大節約 と生産の大拡充とをはからなければな

らない (22頁 )。

一―この見解は,「科学主義工業」体市|を 信奉する大河内正敏 らしい中身になっている。

「所有 (資本)と 経営の分離」によって,科学第一,技術第二,資本第二の理念にもとづ く経

営方針が立てられ, コス トの低下,利潤のともなう生産,公益優先の利潤獲得 も可能になる

という。またそうすることによって,生産増進,品質向上が達成され,国防強化,経済戦の

勝利者たる日本,大東亜共栄圏の確立も可能になるともいう。

きわめて単純明快な論旨であるが,現実把握 と願望祈願の区別がよくついていない主張で

94 -―

斐  富 吉 :「 所有 と経営の分離J問題再考

一一
一一一
一一一一一
一

■`   ‐
 |    .



―- 96 -―

■7彙Q颯|′塁孝[イ漱7準舅コ
'繁

準⑫脅7ヽコ王⑫翠雑⑫昇専イツマ`9ヽ4)η彰轟コ,γO準

ワ9■1量軍)ιTEいにし`F燿当`準Iコ,準像⑫?νツ
゛
272通言力、γ7コツ準測榔)ι繁孝日

●劃,回γ率 `集)η ttE,率近果ヽ9ツqマ勤音暫二`02コマツ哺)γ最に,V首⑫甲駐暮酋

0里¥`q)ιγマE'シ準γ協そ璽回●ア早]7率じ79尋準`⑫県9ν?γ身コ,鯛幸7)
ηマ習影明Xヽ4●率住看ワ孝鯛]L立`9■97準刷すヽ増庄9、へ)■署i壬、γ聟]●▽日割単ヨ

` °
(I18-00),νツqコ,翠迎酋⑫、νツコ,?ヾ

`(M08)νてrr,「
泌罷・製1立・嬌立」9準艶E'驚酬瑠ζ⑫早響マ率濠`)哺OC`fl蜘甲

°
に6Z)←ワ7'単椰孝ρ年尋退撃羽̀鋼率日,モ艶歌97G

? `゛

“

マr99魂r,当曰⑫〒研ζ職⑫ワr77準l半絲準当裂コ,ヨ?孝喜⑦聾堕`γ髭`γ騨

OY骨`)η tt lTコ,●影そ軒聖期(職ワ準1年EI爆M●具副麗`ワ準翠攣)ヽA7コ1鼻準⑫↓L
立マ騨珊■日響刷撃]0日↓

°
2ν

tt 
γ身)■7騨ζOマllBttOヽ具副711B準⑫ヽ幸V`r'7

準近flνツ`)。7)甲証|ヨ里1醇尋¥夏OCマつ7準率近孝聯ζ⑫7具]7率レ`↓νT

К亘8Z)ヽ
^孝

彎孝準1l T,7孝き塁き,9■fl T

「J孝響¥⑫ω?●ツ肇塁⑫率豪fl〉η? `き曼■7(10■翼尋幸豪`)ηγ利`EI●9●ツ

コ丁9準73邁0当回
`、
γ脅靭`F,(1早Cq孝最猪孝¥軍],7TT,鯛辛率卜γ¶′凶OT率専

°
97)里Ⅲ尋

¥軍OCマつワ準率益γ聟∃対国0コ軍準,T脅
°
璽酬02シ難珊′明票し⑦具]7勤影⑫晏撃回

擢
°
,72近脅、77コツ準鴻尋γ型コ←[l⑫翠丁量当軒尋νツ`CCη幽蒼年配)ヽへ9 EIM

者醐⑫青担f'Oq●ッ園|「ま`FI E'ラ争97γ準 `E,,ママ,7)蚤脅,7■9ヽ7F,そ¥肇⑫

ヨT`CCη畔畔)ヽ今年El当享明¥じ]νr`FI T,,争,7`F,単榔園11ま暮`コ,γOνツ
°
哺孝92率←哺

=,7コ'7)明
音降,7C峰、77r29η(loE,聖聯`暴InLO鄭

濯`雌琲⑫率じワη母`,Gfワ準醤噸尋〉γAヽユ●T脅邑中`)(10E,]γ肇〒9量
「

,7準マ

哺利園liま`%9■準
°
,7)02響く

“

コ,ヽγ7準田馴コ|ヽ体へ予園In乎`FI型副尋蚤夏OCマつ

【亘9Z),7)驚酬

珊GOマ具翻マ率最F'⑫?ツι孝マ沖
′
当0今攣無マCq `D_t4年E,準尋⑫温当ittψ推暑馨

°ヽ
今尋F'2⑫争

9準協醗ツ0マロ1曽⑫恥殺Yキイてマfl‐協]辮写¥夏⑫¥回7■■77榔酋⑫妥―`F,稚

927県Ell←哺アツν9■■年γヾ暉半02/動o平自
=翠

尋〒lT 9ヽγi酔⑫響彗

載獣K`E,¶ママンCマAヽE'7ρ年尋羽′Ⅵ首尋単ヨ

`ア

,マ沖
′
攣マ究写明鈴YO獣型Or〉キ〔

f `準留率77コ,,選ω‖―E,斉準11イツ`?準η
°
γひγ今ヽコ,フツ7,翠尋¥夏E,3ヽ47⑫

y興⑫和鮮滸監`彗珊■雑`)。、〉9尋「¥罰回Ψ」0「i鼎Ⅵ讐聟響」γν¥ゞ厳`日熙
°
(日I t 91」Y2●B`書I彰♀91彰『響盤▽日』)「陥:fO亘晋普」『ξ諄電諄マヽ′よ弄』」1ツキ畢ζ師印⑦

°

'7)単
騨f`「響」響々■「瑠↓0.軍′]マ(率し)単担J∵

'暉

哺C9γ

)11+ヽへiヽ今〕

⑦ム1呈摯ヽ 
｀
コII■i三

9孝IIR単「口ηら1■

11〉t_11]|■■F

・9哺)て'i=■:

i拝|コイ(1孝?・lr==

半¥亜単¥ヽ1手l

7珊↓01_■子F:I

.鉾■sT■ `)1にl:―

`―彰■1■
・111 ■

〕しツ17ヽ●,F■

・7(ィ1‐
~:

1,上]即|キ
=|、

1_

`]ナ
ゴ|卜JO軍′,「  :

半国=,iF■■・

皿1薫)¬華IT[::‐

上WO型1当
=,I

)γ7(19■〔 =

]1珊↓0.冒′
==「

1

flTI′RttL 9三二_ ―

`γl′ql l '1.二

70]`整ヨT三〔
「 二´

一　

　

一
　

　

・

´
．
　

ヽ

´

一

二

一 ヽ

二

一

一

一
　
一
　
　
　
　
　
一　
′一
´
　
　
　
　
　
・ヽ
　
´
　
　
　
　
　
一
一
一

■
τ
　

し
　
　
ヽ
イ

　

一二
一

´
―

　

■ヽ

　

■

　

・十

一■
　
　
「
―
　
　
「
「　
　
ヽヽ

書

　

去ヽ
　

引

　

準

(日8青ι861)喜Z鸞 音響Я
=■

1=旱「革W秦¥¥可

■
■
■
・一一
●



富 吉 :「 所有と経営の分離コ問題ドi考

しているであろう。

問題は,結局,単なる政策の技術のみによって解決されるべ きものではなく,強 く,た く

ましく,かつ国民と深 く有機的関連をもつ新鮮なる政治力と国民組織 との台頭によって高 く

解決 しうることがらである(32頁 λ

一一この見解は,「経済新体制確立要綱」原案をめ ぐる賛否両論 をふまえた議論である。

つまるところ,「所有 (資本)と 経営の分離」が,経営の公益的性格化にむか う必然的方途で

あると主張し,こ れを本格的に検討すべ き必要性が強調されている:も っとも,い うところ

には倫理的・道徳的教説が強 く感 じられる。これは,当時によくあった論調である。

以上,「所有 と経営の分離」問題に関する各議論は,戦時体制下の生産力拡充,生産増進

に,企業をしていかに協力させるかに焦点がある。もともと資源にとぼしく,技術的にも劣

っていた当時の 日本の戦争経済において,軍需物資をいかに生産,調達するか。「利潤追求」

を本旨とするほかない企業の「最適行動」が,全体経済にとっては必ずしも最適な「戦争協

力」を保証 しないというジレンマのなかで,それでは,「資本 (所有)Jと 「経営 Jを 分離 さ

せて,「 資本Jの呪縛をお、りほどき,「経営J体制 を整備 して生産を強化 し,所期の意図を達

成 したいという企画, これが「経済新体制確立要綱J原案のめざす点であった。

もっとも同「要綱」原案は,各界の議論がゆきかうなかでもみ くちゃにされたすえ,そ の

結果は,「財界 〔修正〕案Jが採用された。それによって,全国金融協議会などの財界は,統

制機構への直接的参加 とその主導権を獲得 した。これは財界自身による統制 という点で,従

来の戦時統制 とは質的に異なるものであった (『 史料日本近現代史II』 三省堂,1985年,247頁 。 さ

らにくわしくは,た とえば,伊藤 隆『近衛新体制』中央公論社,昭和 58年 ,180-184頁 ,『経済団体連合会

前史』経済同1体連合会,昭和37年 ,299-306頁 ,522-541頁 を参照)。

「戦争の論理」が「資本の論理Jを 凌駕で きず,「死の商 人」の行動が「軍人の りくつ」

をとりこみ, まるめこんでしまうのは,時代のつねである。

1941年 (日召和 16年 )4月 8日 ,企画院調査官和田博雄は,経済新体制企画院案に関し,治

安維持法違反容疑で検挙された。ひきつづ き関係者が検挙されている (「企画院事件J)。  戦争

推進のために新体制を確立しようとした「革新的Jな官僚たちは,軍部 と財界のはさみうち

に合い,鎖につながれるはめになったのである。                 イ

「経済新体制確立要綱」については,当 時,は げしい議論がかわされた。つ ぎの意見は,そ

のころの情景をデ発させる。

現在の我国が平和な無風状態に在る場合ならば未だしも,聖戦完遂の絶対必要に追られ ,

国際情勢亦極めて我れに不利なる点の非常時たる現在に於て, 目的観念の判然せ ざる未経

験者の空理空論が兎もすれば実行 されむかの如 き勢をなす事は誠に憂慮に堪へざる処であ

ると思メ、。
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斐  富 吉 :「 所有と経営の分離J問題再考

りを意味する。また,両者の矛盾を公益優先 。公益意識の指導精神のもとに調和させ ようと

する努力,つ まり両者間の根本的革新は,「所有 (資 本)と 経営の分離」 という問題につなが

りをもつことはいうまでもない。

つぎに, もうすこし具体性のある当時の意見を聞こう。

従来の株式会社は国家の綜合計画には兎角無関心であった。即ち会社はた 俺ヾれを中心

として孤立主義的に生産力を続けて来たのであり会社内部ではチームウォークが とれて居

っても他の事業 とは諧調 をとらず時には極端に排他的であった。そのために綜合計画経済

の見地からみる時は大きな無駄があり非能率があった。所が新企業体制は,そ ういメ、無駄

や非能率 を排除するので株式会社は国家 といお、一大生産機構の歯車 として働 き而も他の歯

車 との諧調によって円滑に能率的に生産力を発揮 して行かねばならぬのである。……また

経営者は綜合計画経済に協力する立場から予算統制を実施することも必要である (長 谷川安

兵衛「企業新体制の企業形態」『財政』第6巻第3号,昭和 16年 2月 ,38頁 ヽ

綜合計画経済 〔戦争経済体制〕の見地からみて,大 きなムダや非能率をもたらさざるをえ

ない株式会社は,国家 という一大生産機構の歯車 として働かねばならないという。とすれば,

そのためには「所有 と経営の分離J問題がさけられない論点 となる。経営が所有 (資本)か

ら分離できれば,有機的個体 としての企業は,全体経済のなかにおいて,こ れがめざす 目標

にむけ円滑に生産を推進できる機構になると想定されている。

「経済新体制確立要綱Jの条項の字面にとらわれすぎる規範的経営学者は,こ う述べてい

た。

今や経済新体制の誕生 と共に:国家は一大経営にして,政府は経営指導者 となり,国家

有機体活動の中,経営的分野なる国民経済有機体観を取扱ふことが緊急問題 となった。

原案作成者は再修正により原案の根本方針の貫徹を喜び,企画院原案の修正を望める経

済閣僚は,懇談会案の意向が受入れられたるを以て満足し,財界及び中小企業者 も夫々一

定限度迄安堵せるが如 く,何れも面目を維持 し合理的改革の目的を達 したと考へて居るで

あらう。私は思ふ。有機的経営なる国防国家体制による経済体制は一先づ之を以て満足す

べ きではあるまいか と (宇尾野宗尊「経営有機体の観念と経済新体制に就いてJ『経済集志』第13巻第

5・ 6号,昭和 16年 3月 ,21-22頁 ,39頁 )。

規範学者の面目躍女口たる解説である。戦時経済の実態は「有機的経営」体制を顕現させえ

なかったし,「経済新体制確立要綱」原案は,既述のとお り,財 界の意向を中心に修正 されて
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斐  富 吉 :「 所有と経営の分離コ問題再考

一 企業民主化試案 (昭和 22年 7月 1日 成案)一

(1)企業は資本・労働・経営の 3者で構成される協同体 とする。

(2)企業の最高意思決定機関として企業総会を新設,企業総会は 3者構成 とする。

(3)企業利潤に関して,資本・労働・経営が対等の権利を有する。

に)経済民主化 とは,企業,産業,国民経済の各段階について,そ の運営をすべての関係

者の意志にもとづ き,すべての関係者の責任 と協力のもとにおいておこなわしむること

である。 とりわけ,資本 と経営の分離,「経営者Jの 地位の確立 と,決定機関 としての

経営協議会の設置 〔労使協同と企業民主化〕が眼目となる。

この「試案」を,本稿Ⅱの冒頭に紹介した戦中の「経済新体制確立要綱」 とみ くらべてほ

しい。戦時と戦後の時代状況のちがいはさておき,つまり,戦争経済体制の要求に応えるもの

か敗戦直後混乱期の民主化情勢に応えるものかはひとまず別問題にして,「要綱Jと
｀
「試案」

の基本的な類似性はきわめて明白な点である。

戦時「経済新体制確立要綱」は,所有 (資本)と 経営の分離,指導者原理,利潤統制など

を強調 していたのに対 し,戦後「企業民主化試案」は,所有 (資本)と 経営の分離,経営 協

議会,企業利潤の 3者対等分配などを提唱する。

簡単にいって,両案の骨子に大きな異同はみられない。いいかえれば,「企業民主化試案J

は「経済新体制確立要綱Jを 下 じきに作成されたのではないか と思われるほどに似ている。

違いは時代背景だけである。

「企業民主化試案」は,「労働Jの役割を積極的に認めると同時に,「企業権」尊重の一 線

は明確に堅持 している。しか も,そ の「民主化Jの検討においては,企業権の尊重が「資本

の後退=経営の前進」 というかたちをとっていたのが特色であった (『経済同友会 10年史』昭和

31年 ,76頁 )。

経済民主化研究会は,1947年 (昭和 22年 )1月 27日 に,そ の第 1回会合 をひ らいた。意見

交換の結果,「企業形態の民主化」 を重点 として とりあげることとなった (77頁 ,78頁 )。

同年,研究会委員長の大塚万丈は,関東経営者協会機関誌 『経営者』 3月 号 に,「 経済民主

化とその具体策」と題する論稿を寄稿していた (同稿脱稿時は昭和21年 10月 20日 とある。同稿,

9頁末尾参照)。

大塚論文は ,

① 株式企業における民主化,

② 経営協議会制度の前提としての資本と経営の分離,

③ 資本と経営の分離に関する具体的方式,

④ 経営協議会の性格と構成,
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富 吉 :「 所有と経営の分離」問題再考

されたのである (89頁 )。

「所有 (資本)と 経営の分離」を前提 として,「経営協議会Jの制度化 をとなえた大塚「論

文Jは ,「 資 71・ ・労働 。経営」 3者が企業に参加 し,相互牽制作用を発揮することによって,

それぞれの独善が予防できるとしたわけである (『経済同友会30年 史』昭和51年 ,36頁 )れ 結

局,資本家がわのみならず,各関係方面からの批評にみられるように,そ の過度に抽象的な

現実遊離性が問題 となったのである。

そのことは,かつての「経済新体制確立要糸岡」の「革新性J突 出にむけられた財界からの

猛反対につ うじるものを意味してもいる。同「要綱」にせ よ,戦後の「民主化試案Jにせよ,

あまりにも革新的であり,時代をさきどりしすぎた急進性は,資本家 。経営者たちがすんな

りとうけいれるところとならなかったのである。

「経営思想」として「要綱」や「試案Jを みるとき,一方は戦争中に革新官僚が戦時「新

体制」を急速に整備させ ようと案出したものであり,他方は敗戦直後の混乱期に「立ちなお

り」のきっかけをつかもうとしていた「財界J人士の発想を理論化 したものである。だが ,

両案に共通する最大の問題は,思想 としての構想においてあることはともか く,そ れが現

実にどう働 きかけ,そ のさいの理論的指針 としていかに役だちえたかにある。さらに肝心な

ことは,お のおののそのような「発想Jが,な にゆえ当時において提起され展開されたかに

ある。

特定の経営思想 〔理念,哲学, イデオロギー〕が,特定の時代に提示されたとき,それが

そのときの現実的な利害状況とどのように対面するにいたるのか。理念と利害の進遁,衝突 ,

離反,妥協の姿をよく観察 しなければならない。

「要綱」 も「試案」も,時代の要求を反映させ,こ れにさらに働 きかけるための「思想」 と

して提案されたはずであるが,そ の働 きかけに対する現実的な利害状況から生 じる反作用 も

ふ くめて,それらの相互関連性の様相にまで立ちいって問題の分析をおこなわねばならない。

Ⅳ 「所 有 と経 営 の分 離 」 問題 の起 源

――戦時と戦後の関連性――

敗戦直後から 1947～ 48年 ごろまでは,労組助成や農地改革 とともに,財閥解体の政策が

押 しすすめられた時期であった。

企業再建整備法 (1946年 10月 ),証券保有制限令 (11月 ),独 占禁止法 (1947年 4月 ),経済力

集中排除法 (12月 ),財閥支配力排除法 (1948年 1月 )な どにいたる一連の法令が「経済民主

化」の措置として実施 された。

そして,その中心は,株式所有の分散による「企業民主化Jであった。「所有 と経営の分

離」 (バーリとミーンズ,1932年 ),『経営者革命』(バーナム,1941年 )の思考 を基礎に,「修正資
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斐 富 吉 :「 所有と経営の分離」問題再考

(単位 :%)

表 i.利潤率の上昇

年 次 全産業 工業 商業 金融

68

(備考)『主税局統計年報告』所掲の会

社表より払込資本金利益率 を算

出。

(出 所)岩 波講座『日本歴史20近代 7J

岩波書店,1976年 ,258頁 。

当時の現実をみよう。 日中戦争以後,工業,商業,金

融 ともに利潤率の顕著な上昇を達成している (表 1,表 2

参照)。 戦争「経済」のうえに君臨 していたはずの国家「主

義」・全体「主義」の立場からは,だか らこそ,「 利潤統

制」が求められ,私益追求の化身でしかない「資本 (所有)」

か ら「経営」を分離させ よ,戦時軍事体制にかなった企

業形態「経営共同体」をっ くれ, というような「経済新

体制確立要綱J=新体市l的革新理論の提案が登壇 したの

である。

しかし,現実はそれほど甘 くない。そのような電聯岡J

の理想を軽 くはねのける「資本家Jの 「魂」が,過 しく

３４

～

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

8 8  13 0   9 6  14 5

9 0  13 9  10 4  14 5

9 5  14 0  12 0  15 4

11 8  16 6  14 7  16 8

12 3  16 7  15 5  20 0

lti

表 2.三井 。三菱・住友三大財閥主要企業の収益 (1929～ 40)

1929

30

31

32

33

4,s59 | 10.24(

菫
|

|

他 各社史(ll充 .i鷺

表3.会社企業 禾り益金 禾」益率の上昇 (単位:百 万円
生 きていた.こ のことは,戦時

サ明「資 1(主 義J体制|に おけ る事

実で

',る
 表3参ば11‐

山城ダ)主 張は,「要綱Jに 学 者

のJ頁 脳で考 えだ した「規範Jを

lli″菫|,し ているぶんだけ,な お

さら現実か らよ |'高 く才由31Fさ せ

られている.

山城はい う。 自著
:『

生産 lrl充

と利潤統制』は,資本 と経営分離論 を経営経済学基礎理論のひとつ としてとりあつかい,そ

のさい「分離論Jは 資本の分離の重視よりもむしろ経営の自主性を説 くものである。現時の
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年  次

社総 工 業 会 社 鉱 業 会 社

利益金 利益率。 利益令 利益率。 利益金 1利益率。

日召不日4年

5年

6年

7年

8■F

94F

2,806

3,219

3,584

3,734

4,762

5,297

2 1

24

25

10 8

12 4

13 0

1,530

1,834

1,940

2,237

3,012

3,308

(出所)野 口 祐『日本資本主義Ttt営 史』御茶の水書房,1960年 ,191頁

年 次

菱 友

三井銀石 三井鉱山
本

所鋼

日

製

浦

り

芝

候
三菱銀行 三菱商事 二た工業

菱

業工

一二
重

三菱電機 住友銀行 ||=■
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＾
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ヽ
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富 吉 :「 所有と経営の分離J問題再考

をもつ状況になった (237頁 )。

一―こうした状況のなかで,「新しき企業形態の正 しき在り方は,営団と統制会との統合

形態のうちにあると主張し,……注意されたきことは,こ にヽ営団といひ, また統制会とい

ふは,現に存するがま のゝものを指してゐないことである」(山城『新企業形態の理論』序, 2頁 。

傍′点は筆者)と ,堂々といえる学問精神に注目したい。

すなわち,山城は自説が規範的主張の展示であることを自認している。主唱「経営自主体」

論は,抽象性一辺倒の観念的見解であることの存在価値は別にして,現実との対応関係にお

いてはそこから遊離 しす ぎた,そ れこそ現実ばなれの立論でしかなかった事実が明らかに

なっている。それは,現実の土壌のなかに若千めばえてきた現象の一片を針小棒大的にとり

あげ, これに拡大鏡をあてて大写しにし,そ のほかの諸現象 〔との関連〕にふれないという

主観的恣意性をむきだしにしている。

それだからこそ,山城流「規範理論J=経営自主体論は,敗戦後にもみごとに,そのまま

再生する。

昭和 22年, 山城は『資本と経営の分離』(産業経理協会,昭和22年 11月 )を 公刊 している。

同書は,敗戦直後に提唱された「修正資本主義論争Jに ふれて, こう述べる。

単なる学界の抽象論争の埓をも超えるところにその特性をもってゐる。か 、る新しき主張

に於ける, もっとも基本的な内容をなすものは,資本と経営の分離論と,新経営者論の主

張であり,こ れを支柱とする企業の民主的な新しき修正体制強調であらう。とくに資本と

経営の分離論は,新経営者並に企業体制民主化の理論的基礎を提供するものであり,論者

自らか く主張してゐる (序,1頁 )。

要は資本分散論と経営支配論さらに経済 〔経営か〕自主体論の 3′点の考察とその綜合的

な関係論から,分離論を明確ならしめ,特に,経営自主体の自主的独立性と性格的無色性

の強張に到達するのが,経営学的考察の中心でなければならない (序,34頁。カギカッコ内

補足は筆者 )。

結局,山城の主唱は「無色性」の「経営自主体」論である。その主唱はいかようにも染色さ

れうる。戦争中は,「新しき企業形態の正しき在 り方はJ「 国家性Jにおいて実現されるべき

であるといいながら,敗戦ののちには,「新しき主張に於ける内容……は……民主的な新し

き修正体制……。資本と経営の分離論は,… ……企業体制民主化の理論的基礎を提供する」と

もいう。

山城流の「資本 (所有)と 経営の分離J論 =「経営自主体」論は,軍国主義体制下の「国家

(性 )」 〔→全体主義〕にも仕えられるし,戦後の平和な時代における「民主化」にも仕えられ

る。双頭の鷲か,八方美人か。
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富 吉 :「 所有 と経営の分離型問題再考

本企業においても時代的傾向であった。しかし,そ の傾向は趨勢 として一直線に進行するも

のではない。戦時中の「分離J現象と戦後期の「分離J現象は,質的に異なる局面を有する。

両期の問題は,連続面 と断絶性をあわせ もつ。この点,現実に密接する背景問題を軽視 し,

「経営自主体論Jを ,し かもこれを戦時 と戦後において,そ れぞれ異なる体制理念に簡単に結

着できる立論は要警戒である。

Vむ す び

本稿の主張は,「所有と経営の分離J問題は昭和 20年代にはいってとくに重要になったの

ではなく,1940年代初期から重要な問題になっていたということにある.

山城 章はいう。

資本 と経営の分離が問題になったのは,既に昭和 15年 頃かるであり,こ の論議は政治性

を有 した (『 資本と経営の分離』序, 2頁 |.

藻利重隆はいう。

「資本 と経営の分離Jな る問題は決 して終戦後に忽然として現われて来たものではない。

すなわち……同じ問題がかつて戦時経済下において所謂「経済新体制の確立Jに 関連 して

世論をたぎるせたことを識っている。もとより両者の間には多くの異同が認められるので

あるが,……注意したいのは,終戦後の「資本 と経営の分離」力`-ll11株式会社の発展法

則 との関連において意識的にとりあけられているということである .裏 利重隆『株式会社と経

営者』同文館,昭和23年 7月 ,序 , 1頁 )。

1945年 (昭和20年 ,8月 15日 「敗戦J記念日を,必要以上に戦時と戦後に対する区ぎりと

して強調することは正 しくない。戦時期の経営問題は,敗戦後の 日本企業における問題に連

続 している。もちろん,両期には断絶面もあるが, この面を連続面 とのつきあわせにおいて

再考すべ き余地がある。

「所有 (資本)と 経営の分離」問題は,そ の歴史的展開の跡を観察するとき,そ の根本的な

再考を要請される。

古川栄一はいう。

経営者論の登場するにいたった根本的理由と, したがってまた, このや うな経営者の存

在を意義づけるところの経済的基盤について,正確に知ること……。かつまた……発展的

考察は,今後における経営者論の動向に対 しても,確固たる展望の拠 りどころを提供する

(古 l栄一『新経営者』森山書店,昭和 23年 11月 ,序 , 3頁 ヽ
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